
 

 

 

 平成18年12月から平成19年7月まで道仏

北遺跡の発掘調査が行われました。 

発掘調査の結果、縄文時代早期約7,000年前

の住居跡 5軒、前期約 6,000年前の住居跡 13

軒、古墳時代約1,700年前の住居跡2軒、縄文

時代の炉穴7基、縄文時代から古墳時代の土坑

約180基余りが発掘されています。 

なお、今回の調査区の北側隣接地は、平成１

５年度に（財）埼玉県埋蔵文化財調査事業団に

より、縄文時代前期の住居跡5軒を初め、土坑

等が発掘されています。 

立地 

今回の発掘調査地点は、大宮台地の東側縁辺

部にあり、中川低地をはさんで下総台地と対峙

する、標高 7．5 メートルほどの台地上に位置

します。古利根川の右岸の低い台地上に遺跡が

あり、河川の影響により形成された自然堤防の

粘土質の土が全体を覆い、以下の黒色土やロー

ム層も非常に硬い土となっています。 

台地は､須賀地内から概ね古利根川に沿って

続くもので、道仏地内がその先端となっていま

す。北から南へ張り出した舌状をした台地で、

その先端部付近に遺跡があります。付近には、 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     住居跡の調査風景 

 

谷を隔て南側に古墳時代後期約1，500～1， 

300年前の集落の一部が発掘された道仏遺跡が

あります。また、道仏北遺跡のある台地を北上

すると身代遺跡、須賀遺跡などがあり、いずれ

も自然堤防下標高７～７．５ｍにあり、縄文時

代前期、後期の遺物が出土しています。 

今回の調査では、縄文時代前期の集落が中心

となっていますが、奥行き、幅とも約７０ｍ程

の台地上に、概ね３時期の住居跡などが約２０

軒まとまって発掘されたのは町内では始めての

ことです。 



縄文時代のムラ 

 最古の遺物  

今回の道仏北遺跡の調査では、最も古い遺物は、

縄文時代早期初頭約9,000年前の土器が出土してい

ます。 

 

 

              

道仏北遺跡  

               最古の土器 

 

  

 ７千年前の住居跡 

7,000 年前というと、温暖化により海が埼玉県内

では川口辺りまで入り込んできた時期です。 

道仏北遺跡に住居が造られるようになったのは、

この頃のことです。住居跡は、４軒発掘されました。

四角い形をしたものでおよそ５m四方のものや、３

×４ｍほどのものです。土坑からは、大型の土器も

出土しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 7,000年前の住居跡（中に炉穴があります） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

        土坑内の土器の出土状況 

６千年前の住居跡 

6,000 年前、今では信じられないかも知れません

が、周囲の水田などの低地はほとんど海でした。群

馬県付近まで奥深く海が入り込んでいたと想像され

ています。 

この頃の住居跡は１３軒ほどです。最近、国の史

跡となった蓮田市黒浜貝塚と同じ頃の住居跡が数軒

発掘されています。また、その前後の時期の住居跡

も数軒発掘されました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

        黒浜式期の住居跡 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

            諸磯式期の住居跡 

古墳時代のムラ 

１,６00 年程前、埼玉の稲荷山古墳が造られたこ

ろでしょうか、あるいは、もう少し前、その頃の住

居跡が２軒発掘されました。勾玉も出土しました。 

 

 

                住居跡と勾玉 

 

 

                 

 



 

 

 

 

４月１７日から６月１２日にかけて県選定重要遺跡の山

崎遺跡で発掘調査が行われました。今回の発掘調査は昨年

１２月から２月にかけて実施された調査区の隣接地点です。 

発掘調査の結果、約3,500年前の縄文時代後期の住居跡が

２軒、約1,400年前の古墳時代後期の住居跡が１軒発掘され

ました。特に縄文時代の２軒の住居跡は、火事にあった住

居で、当時生活していた道具が火事の状態そのままで埋も

れていました。この他、住居の柱などの建築部材も炭化し

たまま残っていました。 

 第2号住居跡建築部材 

縄文時代後期（約3,500年前）の第２号住居跡からは、炭

化した建築部材の他、多量の焼土が住居跡全体から出土し

ました。道具としては多数の土器のほか、ヤジリや石斧（い

しおの）、石皿、砥石、急須型の土器などが出土していま

す。この住居跡は、石製品が多数出土しており、祭祀的な

住居跡の可能性があり、集落の中心的な住居跡と推定され

ます。この住居跡の出入り口部は西側の斜面部にあったよ

うで、特徴的な柱穴が検出されています。 

 
 第2号住居跡（縄文時代の住居跡）手前が出入り口 

縄文時代後期（約3,500年前）の第３号住居跡からも、炭

化した建築部材などが出土しています。この住居からは第

２号住居跡ほど多くの炭化材や焼土の出土はありませんで

したが、柱穴を繋ぐように炭化材が出土しています。この

住居跡の炉跡は中央部にあり、炉跡に近接して伏甕が埋め

られていました。この伏甕の底部には穴が開けられており、 

 

 

 

 

亡くなった乳児や胎盤が埋められていたと推定されます。 

第3号住居跡伏甕 

古墳時代後期（約1,400年前）の住居跡は、東壁にカマド

のある住居跡で、カマドの袖部分には補強物として土器が

貼り付けられていました。カマドからは多量の焼土や炭化

材が出土しています。主な柱は４本あり、内３本が非常に

深い穴でした。西側壁付近には小さな柱穴が３本あり、出

入り口部の梯子（はしご）等の可能性があります。この住

居跡からは壁に沿って浅い溝が検出されています。この付

近からは板材が焼けたと推定される炭化物や焼土が出土し

ていますので、竪穴住居の壁を保護する板材が並べられて

いたと推定されます。 

今回の発掘調査では、このように縄文時代や古墳時代の

住居跡が３軒も確認され大きな成果がありました。これか

らも宮代町教育委員会は、開発される予定地で発掘調査や

試掘調査を行い、先人が現代に残してくれた貴重な文化遺

産を記録保存し、宮代町の歴史を解明していきたいと考え

ています。 

                      

 
第4号住居跡（古墳時代の住居跡）奥がカマド 



 

 

 

 去る６月１６･１７日の２日間にわたって、かごづくり

体験教室か開催されました。講師は、現在では町内唯一と

なった、かご作り職人の後藤政さんです。 

 初日の１６日は、後藤先生が下組みと、底から側面を立

ち上げたところまで準備しておいてくださった教材を使

い、側面を編むことを体験しました。先生がとても簡単そ

うに編んでいくのを見ながら実際に編んでみると、思うよ

うにかごの目が揃わず悪戦苦闘。先生に直していただきな

がらなんとか形を整えて１日目の作業を終えました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

    初日・・・かごの側面を編む 

 

 

 

 

４月 １日   道仏北遺跡発掘調査（現在まで） 

４月 １日   季節展示「ひなまつり」（４月２８日まで） 

４月 １日   企画展「ハレの日の風景」（４月２２日ま

で） 

４月１７日   山崎遺跡発掘調査（６月１２日まで） 

４月２７日   新山遺跡隣接地試掘調査 

４月２８日   企画展「昭和の宮代」（７月８日まで） 

４月３０日   季節展示「五月人形」（６月１３日まで） 

５月２３・２４日 チャレンジ2days前原中学校１名 

６月１３・１４日 チャレンジ2days百間中学校３名 

６月１３日   前原遺跡隣接地試掘調査 

６月１３日   関根孝吉家墓地調査 

６月１６・１７日 かごづくり体験教室 

 ６月２６日   宮代町文化財保護委員会 

６月２７日   新山遺跡隣接地試掘調査 

６月３０日   道仏北遺跡現地説明会 

  

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

２日目・・・かごの縁
へり

をつくり完成。 

 ２日目の１７日は、前日に編み上げたかごの縁を作ると

ころからはじめました。後藤先生がを４等分に裂き、ささ

らにしたものをゆっくりとかごの内側に曲げていくと、あ

っという間に縁が形良く作られていきます。簡単そうに見

えてもさすが職人芸、自分でやってみると思ったようにま

とまってくれず、またまた悪戦苦闘。 

 縁に、側の部分で作った紐を巻き終われば完成です。 

 今回で７回目のかごづくり体験教室ですが、初めての方

も複数回参加している方も、後藤先生の「職人技」に感心

しながら楽しんで参加していただくことができました。 

 

 

 

 

 

斎藤良吉氏  民具 

横溝 東氏  民具 
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